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74. 酒井久美子，葛 林楯，別宮豪一，門脇 淳，大薗達彦，木村康義，村山繁雄，望月秀樹：
ミルタザピン・メフロキン併用療法が奏功した、特発性 CD4 リンパ球減少症を背景とする
進行性多巣性白質脳症の一例．第 126 回日本神経学会近畿地方会，大阪，2023.12.16 

 
特別講演・シンポジウム 
1. 村山繁雄：ホットトピックス－神経病理学会．第 64 回日本神経学会学術大会，千葉，

2023.5.31-6.3 
2. 齊藤祐子，金丸和富，徳丸阿耶，村山繁雄：ALS の長期生存例．第 64 回日本神経病理学会

総会学術研究会，神戸，2023.7.6-8 
3. 川浪 文，村山繁雄，柳下三郎，齊藤祐子，松原知康，荒川 晶，宮下真信，宮城雄一，冨

樫尚彦，近藤祐子，舘野琴菜，長谷川一子：人工呼吸器使用下に長期生存を得た孤発性 CJD、
65 才女性の剖検例．第 64 回日本神経病理学会総会学術研究会，神戸，2023.7.6-8 

4. 豊岡圭子，葛 林循，須藤素弘，森 千晃，山寺みさき，井上貴美子，村山繁雄，藤村晴俊：
SMON の長期生存例．第 64 回日本神経病理学会総会学術研究会，神戸，2023.7.6-8 

5. 村山繁雄：神経発達障害の病理．第 64 回日本神経病理学会総会学術研究会，神戸，2023.7.6-
8 

6. 齊藤祐子：認知症（アルツハイマー病、タウオパチー）．第 64 回日本神経病理学会総会学
術研究会，神戸，2023.7.6-8 

7. 宮下哲典，他田真理，原 範和，長谷川舞衣，菊地正隆，齊藤祐子，村山繁雄，柿田明美，
池内 健：ヒト剖検脳を解析対象としたシングル核 RNA シーケンシング：アルツハイマー
病を中心に．第 64 回日本神経病理学会総会学術研究会，神戸，2023.7.6-8 

8. 村山繁雄，齊藤祐子：発達障害・精神・神経疾患ブレインバンクの創設．第 64 回日本神経
病理学会総会学術研究会，神戸，2023.7.6-8 

9. 村山繁雄，齊藤祐子：シヌクレイン研究の最前線．第 17 回パーキンソン病・運動障害疾患
コングレス，大阪，2023.7.20-22 

10. 齊藤祐子：認知症の病理．日本神経学会第 7 回特別教育研修会，東京，2023.10.29 
11. 櫻井博文，松村美由起，石渡明子，中西亜紀，粟田主一，谷向 知，水上勝義，高尾昌樹，

齊藤祐子，吉田眞理：ダイバーシティ推進委員会からアンケート報告結果．第 42 回日本認
知症学会学術集会，奈良，2023.11.24-26 

12. 松原知康，亀山征史，和泉唯信，齊藤祐子，村山繁雄：123I-MIBG 心交感神経シンチグラフ
ィを認知症診断に活かす．第 42 回日本認知症学会学術集会，奈良，2023.11.24-26 

13. 村山繁雄，齊藤祐子：高齢者ブレインバンクの構築と発達障害・精神・神経疾患ブレインバ
ンクの創設．第 42 回日本認知症学会学術集会，奈良，2023.11.24-26 

14. 永田健一，橋本翔子，元岡大祐，村山繁雄，西道隆臣，木山博資，笹栗弘貴：アルツハイマ
ー病モデルマウス脳における疾患病理に付随した細胞状態の変容．第 42 回日本認知症学会
学術集会，奈良，2023.11.24-26 

15. 別宮豪一，矢田知大，長野清一，村山繁雄，：物忘れで発症し，意識消失発作を繰り返した
85 歳剖検例（臨床）．第 42 回日本認知症学会学術集会，奈良，2023.11.24-26 

 



 
◆市民活動 
1. 高齢者ブレインバンク：命終えた脳 研究の糸口，読売新聞社科学面夕刊・読売新聞社オン

ライン，2023.8.17 
2. 齊藤祐子：「ブレインバンク」をご存じですか？糸でんわ 第 172 号（東京都健康長寿医療

センター広報誌），2023.11 
3. 齊藤祐子：多様な認知症の今とこれから 第9回嗜銀顆粒性認知症．ぽ～れぽ～れ No.521（公

益社団法人 認知症の人と家族の会発行），2023.12,25（査読なし） 
4. 小幡真希：高齢者ブレインバンク～次世代のために～，板橋区認知症の方を介護する家族の

ための交流会やすらぎ（板橋区徳丸）, 2024.2.18開催 
5. 東京都健康長寿医療センター ブレインバンク公開講座：認知症を知る 持続可能な共生社

会を目指して，東京都健康長寿医療センター，2024.3.16開催 
（以上） 


